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研究成果の概要（和文）：エチオピアの少数言語の文法記述とドキュメンテーションを作成するため、アジスア
ベバ大学のエチオピア人研究者と共同で現地調査を行い、オモ系（バスケト語、ディメ語、ハマル語、カラ
語）、セム系（マスカン語）、クシ系（アルボレ語、ハディーヤ語、アッレ語）、ナイルサハラ系（ニャンガト
ム語、コウェグ語、ベルタ語）の使用状況を記録した動画・音声データ（モノローグ、民話、なぞなぞ)を収集
し、動画編集ソフトELANを使ってIPA転写、語釈、翻訳をつけた。
言語ダイナミズムの分析をするため、エチオピア学研究所図書館で少数言語の文献資料を集めると共に、エチオ
ピアの少数言語の母語教育について調査し、データベース化した。

研究成果の概要（英文）：With Ethiopian researchers of Addis Ababa University we conducted research 
on minority languages in Ethiopia. We collected video and audio documentation of oral literature and
 folklore in Omotic (Basketo, Dime, Hamar and Kara), Semitic (Mesqan), Cushitic (Arbore, Hadiyya and
 'Ale) and Nilo-Saharan (Nyangatom, Kowegu and Berta) languages, described their grammars, and made 
transcriptions, glosses and translations using ELAN which is a professional tool for the creation of
 complex annotations of video and audio resources.
We analysed language dynamism in Ethiopia and made a database of minority languages, by collecting 
literature on them from the library of the Institute of Ethiopian Studies in Addis Ababa University 
and by researching mother tongue education in them in Ethiopia.
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１．研究開始当初の背景 
平成 13年度より現在まで 10年あまり、研
究代表者を中心としたグループは、科学研究
費補助金を受けて、エチオピア諸言語の中で
とりわけ研究が遅れ、また早急に調査が必要
とされる少数言語の基礎語彙や文法に関す
る記述研究を精力的に行ってきた。また、単
に記述を目的とした静態面だけではなく、少
数言語が生き延びるための動態面の解明に
も積極的に取り組んできた。 
データベース化に関しては、GIS(地理情報
システム)を用いたエチオピアのデジタル言
語地図を作製し、ウェブ上で言語特徴に関し
て複数属性検索できるシステムを開発し、改
良を重ねてきた。またデジタル地図上の各言
語のポリゴンにはハイパーリンク機能によ
りそれぞれの言語毎の XML で記述された
HP と繋がり、より詳しい言語データを参照
することが可能な仕組みを構築した。 
ところで少数言語の調査する中で、アムハ
ラ語からの借用語や隣接言語の語彙が数多
く観察され、文法の中にも少なからぬ言語接
触の証拠が見つかった。少数言語が今後生き
延びていくためには、近隣有力言語との共存
共生は必須である。そこで本研究では、この
点を重視し、少数言語話者の自然な語り（ド
キュメンテーション）の中にどの程度アムハ
ラ語や隣接言語が出現し、その結果少数言語
の変容がどのように起こっているのかを分
析することを通して、エチオピア諸言語の動
態を調査することを研究の中心に据えると
いう着想に至った。 
 
２．研究の目的 
(1) エチオピアの少数言語を対象に、語彙や
文法の収集に加え、語り（モノローグ・ダイ
アローグ）の language documentationを動
画データとして収集し、それを分析すること
を通して、理論的、類型論的、歴史的研究に
新たな知見を提供すると共に、少数言語の記
録保存を行う。 
(2) 現地調査のデータ及びアジスアベバ大学
図書館等の過去のエチオピア諸言語の文献
データを包括的に分析することを通して、少
数言語がエチオピアの作業語であるアムハ
ラ語および地域有力言語とどう共存共生し
ていくのか、エチオピア諸言語のダイナミズ
ムの調査研究を行う。 
(3) 収集した様々な言語データをこれまで開
発した GIS によるデジタル言語地図に反映
させてデータベースを構築し、国内外の研究
者や少数言語母語話者に対して利用できる
形で情報公開していく。 
 
３．研究の方法 
本研究は、エチオピアの少数言語のデータ
を収集する現地調査班、エチオピアの言語ダ
イナミズムを研究する言語動態班、データベ
ース公開について検討するデータベース構
築班の 3つの組織に分かれて行う。 

(1) 現地調査班は、エチオピア西南部の都市
ブタジラ、アルバミンチ、ジンカ、ニャンガ
トム等でビデオカメラを使って language 
documentation の観点で語り（モノローグ、
ダイアローグ)を動画データで収集し、IPA
による音転写、語釈、翻訳を作成する。 
(2) 言語動態班は、アジスアベバ大学エチオ
ピ ア 学 研 究 所 (Institute of Ethiopian 
Studies, 以下 IES)図書館所蔵の文献（公刊
されていない学位論文が対象）から、エチオ
ピア諸言語のデータを取り出して整理し、デ
ジタル化する。また、少数言語がアムハラ語
などのエチオピアの大言語とどう共存共生
していくのか、言語ダイナミズムの分析をす
るため、現地調査班が収集したデータを分析
すると共に、エチオピア国内の研究機関に赴
き、母語教育に関しての調査研究をする。 
(3) データベース構築班は、現地調査班が収
集した動画データを含んだ言語データを管
理するため、文学資料をデジタル化するため
の国際的ガイドラインである TEI(Text 
Encoding Initiative)形式（XHTML と同じ
XML ベースの形式）を用いたデータベース
の骨格を作り、GISを用いたエチオピアのデ
ジタル言語地図と連携した情報発信システ
ムを構築する。 
(4) 社会貢献の一環として、エチオピアにお
ける日本人研究者及び事業者のために、エチ
オピアの作業語であるアムハラ語の入門書
を作成し、国内関係機関に配布する。 
 
４．研究成果 
(1) ドキュメンテーション 
エ チオピアの少数言語の language 

documentationを作成するため、アジスアベ
バ大学のエチオピア人研究者と共同で現地
調査を重ね、オモ系（バスケト語、ディメ語、
ハマル語、カラ語）、セム系（マスカン語）、
クシ系（アルボレ語、アッレ語、ハディーヤ
語）、ナイルサハラ系（ニャンガトム語、コ
ウェグ語）の使用状況を記録した動画・音声
データ（モノローグ、民話、なぞなぞ)を収
集し、動画編集ソフト ELAN を使って IPA
転写、語釈、翻訳をつけた。 
(2) 言語ダイナミズム 
 少数言語がエチオピアの作業語であるア
ムハラ語および地域有力言語とどう共存共
生していくのか、言語ダイナミズムの分析を
するため、少数言語の教科書を入手して母語
教育について調査すると共に、IESで学位論
文等の文献データを収集し、また複数の文献
資料を参考に 1990 年以降のエチオピア諸言
語の文献リストの作成を行った。さらに、
SIL(Summer Institute of Linguistics)エチ
オピア支部で、SILとエチオピア政府・教育
省がこれまで行ってきた言語記述・母語教育
開発についてエチオピア諸語研究者と意見
交換すると共に、SIL附属図書館にてエチオ
ピア諸語の文献調査を行った。 
(3) データベース 



エチオピア諸言語に関する基本情報デー
タベースと、それぞれの言語に関する研究文
献データベースを統合した。このデータベー
スと GIS を用いたエチオピア諸語言語地図、
TEI（Text Encoding Initiative：人文学資料をデ
ジタル化するための国際的ガイドライン）に
準拠したタグ付けデータ集、動画サイトに設
置した動画集を連携させ、ドキュメンテーシ
ョンの一般公開に向け、動画の字幕、データ
の加工に適した ELAN/EML データと、
YouTube など動画サイトでの配信に適した
データを作成した。 
(4) 社会的貢献 
社会的貢献活動として、既刊「アムハラ語入
門」の改訂版を完成させ、国内研究機関に送
付した。 
(5) 研究成果 
国際学会(19th International Conference 

of Ethiopian Studies, 8th World Cogress of 
African Linguistics, 1st International 
Conference on Omotic Studies)及び電子ジ
ャーナル Studies in Ethiopian Languages 
(ISSN: 2187-1388)などで発表した。 
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